
※  屋根メンブレン防水の耐久性設計指針・同解説　2節　耐用年数の推定方法より 
 

◆総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久性向上技術の開発」 
 

■国土交通省による劣化診断 

アスファルト防水層の耐用年数は建築物の規模、種類、維持管理のレベル、環境条件を考慮して設定されます。 

アスファルト防水層の劣化は、防水層の主力構成材のアスファルトの劣化の程度を測定することにより判定されます。アスファルトは劣

化すると脆く、硬くなります。 

防水層の各層から採取したアスファルトの針入度を測定することにより劣化の判定が出来ます。 

表１に劣化度の判定基準を示します。 

日本アス仕様の想定耐用年数はこれら総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久性向上技術の開発」 
の考え方を基に数値を算定しております。 
 

◆表1 劣化度の判定基準 

次に示すグラフは、過去に建設省（現 国土交通省）総合技術開発プロジェクトの一環として行われた「建築物の耐久性向上技術の開

発」の研究によりまとめられた旧防水層の劣化診断により測定した工法別の針入度の測定結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを基に総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久性向上技術の開発」では屋根メンブレン防水の耐用年数の推定方法として以下

の計算により算定しています。 

Ｙ＝Ｙｓ×ｓ×ａ×ｂ×ｃ×Ｄ×Ｍ 

　Ｙ  ： 推定耐用年数 

　Ｙｓ： 標準耐用年数 

　　押え防水層 17年 

　　露出防水層 13年 

 　　ｓ  ： 工法の選択係数 1.0～1.2（標準1.0）   

 　　ａ ： 設計係数          0.5～1.3（標準1.0） 

 　　ｂ ： 施工係数　　　 0.7～1.2（標準1.0）   

 　　ｃ ： 気象係数           0.8～1.0（一般季1.0） 

 　Ｄ ： 劣化外力係数　（ｄ×ｄ１） 

                            ｄ ： 断熱係数         断熱材無し 1.0，   断熱露出係数        0.8 

　　　　　　　　　　　　　　　　                              ＵＳＤ押え断熱係数 1.2 

　　　　　　　　   ｄ１： 地域係数 1.0 

 　Ｍ： 維持保全係数  0.7～1.0（標準1.0） 

 

■劣化度の判定 
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図1 アスファルトの針入度の経年変化 

技術資料 防水層の耐用年数 

劣化度 小 中 大 

 アスファルトの針入度 

判定 

10≦1層以上 

十分余命有り 

5≦１層以上＜10 

部分改修で延命 

全層＜5 

全面改修 
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次に示すグラフは、弊社において過去に行った旧防水層の劣化診断により測定した工法別の針入度の測定結果です。工法ごとの劣化

の度合いは、グラフに示した式により計算されます。 

グラフに示す式は、標準的な劣化度を表しております。 

全層のアスファルトが針入度5以下になり全面改修が必要となる年数を標準耐用年数としました。 

本仕様書の想定耐用年数は使用するルーフィングの種類・厚さ・張付けアスファルトの種類及び工法の相違により所定の係数を乗じて

算出しています。 

Ｙ＝Ｙｓ×ｓ×ａ×ｂ×ｃ×Ｄ×Ｍ×Ｒ 

　Ｙ  ： 想定耐用年数 

　Ｙｓ： 標準耐用年数 

　　アスファルトの劣化グラフより、針入度が5以下となる年数 

　　●保護工法  24.5年　●保護断熱工法  30.8年 

　　●露出工法  18.2年　●露出断熱工法  14.4年 

 　　ｓ  ： 工法の選択係数 1.0～1.2（標準1.0） 

　　 a  ： 設計係数　　　  0.5～1.3（標準1.0） 

　　 ｂ ： 施工係数　　　 0.7～1.2（標準1.0）   

 　　ｃ ： 気象係数          0.8～1.0（一般季1.0） 

　 　Ｄ ： 劣化外力係数　 0.9～1.0（標準1.0） 

       ｄ１： 地域係数 1.0 

 　   Ｍ： 維持保全係数  0.7～1.0（標準1.0） 

　　　　　　　　　　　以上（　　）内の数値を採用 

　 Ｒ ： 仕様係数（本仕様書を構成するルーフィングの種類，厚みによる係数） 

　  1.0～2.9

24.5×1.0×1.0×1.0×1.0×1.0×1.0×1.25＝30.6    想定耐用年数  30年 

 

例）ＦＣ－13の場合 
 

14.4×1.0×1.0×1.0×1.0×1.0×1.0×1.43＝20.6    想定耐用年数  20年 

 

例）ＳCＭ－11の場合 
 

■想定耐用年数の算出 
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屋上において、ドレイン周辺部は雨水が集中し、漏水事故が多い部位です。 
そのため適切な施工ができるように、防水層張りシロ100mmを日本アスは、推奨します。 
本体つば寸法を広くすることにより、ルーフドレイン本体と防水層の密着性を向上させ、より確実な防水施工を
可能とし、漏水を防ぎます。       

縦引きドレイン  縦引きドレイン 

張りシ
ロ 

100mm
張りシロ 100mm 防水層 

■寸法表 

●防水層張りシロを100mm、防水層押えシロを70mm確保しています。 

　防水層との接着面積を広げる事により、確実に防水工事が行え、漏水事故を防ぎます。 

●屋上の塗膜防水用としてもご使用いただけます。 

外 観 特長及び施工方法 

構 成 

納まり例 

部品構成 

①ストレーナー／材質：FC150　処理：樹脂系塗装 

②防水層押え／材質：FC150　処理：樹脂系塗装 

③本体／材質：FC150　処理：樹脂系塗装 

④アンカー／材質：SWRM　処理：りん酸塩被膜 

⑤スペーサー／材質：硬質ポリ塩化ビニル 

⑥ボルト／材質：C3602 

⑦丸小ネジ／材質：C2700

68

ルーフドレインについて 

呼　称 A a B ねじ径d ※ 
スペーサー 

C
規格

※ Rcは管用テーパめねじ（JIS B 0203）を表します。 

S
H

75（3吋）

100（4）   

310

340

245

275

137

162

VU100

VU125
C-35

Rc3

Rc4

122

139
80～ 

技術資料 

ドレイン１個の受け持つ屋根面積（ｍ2） 

75

100

125

150

197

425

770

1250

ドレインの呼び径（ｍｍ） 

■ドレイン１個の受け持つ屋根面積  

降水量
100mm／hr

ルーフドレインは、建設地の降雨量などを確認し、適切な数や位置を設計し、 

施工を行なうことをお奨めします。     
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横引きドレイン  横引きドレイン 

●防水層張りシロを100mm、防水層押えシロを70mm確保しています。 

●本体および防水層押えコーナー部は面幅70mmの下地キャントに合わせた形状で

防水層が無理なく納まります。 

●本体形状は排水口に向かって水勾配が付いておりスムーズに雨水排水します。 

●防水層押えのエッジ部をR形状とし、防水層を傷付けません。 

●ばね座金により防水層を押える構造です。 

●防水層押えを固定するためのスパナが付属します。 

外 観 

構 成 

納まり例 

特 長 

■寸法表 

部品構成 

①ストレーナー／材質：FC150 
　　　　　　　　 処理：樹脂系塗装 
②防水層押え／材質：FC150 
　　　　　　　処理：樹脂系塗装 
③本体／材質：FC150 
　　　　処理：樹脂系塗装 
④アンカー／材質：SWRM 
　　　　　　 処理：りん酸塩被膜 
⑤ボルト／材質：SUS304 
⑥ばね座金／材質：SUS304 
⑦平座金／材質：SUS304 
⑧丸小ネジ／材質：SUS304 
⑨スペーサー／材質：硬質ポリ塩化ビニル 

ルーフドレイン 
WXH

防水層 

接続管 

スラブコンクリート 

張りシロ 
100mm

10
0

m
m
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呼　称 
※

A C1 C2 ねじ径d スペーサー 
E F L

規格

※ Rcは管用テーパめねじ（JIS B 0203）を表します。 

長さS G H I J1 J2 N

75（3吋）

100（4）   

180

205

277

307

342

372

Rc3

Rc4

35

40

SU100

SU125

L-35

L-40

109

134

28

41

147

177

135

160
29 824 80～ 

ドレイン１個の受け持つ屋根面積（ｍ2） 

75

100

125

150

100

216

392

637

ドレインの呼び径（ｍｍ） 

■ドレイン１個の受け持つ屋根面積  

降水量
100mm／hr

ルーフドレインは、建設地の降雨量などを確認し、適切な数や位置を設計し、 

施工を行なうことをお奨めします。     

（勾配 1/100） 



エスカント 
シェーンボード 

露出断熱 

60～80のモルタル面取り 

押え 

150 
以上 

150 
以上 

400 
以上 

1／10以上 

100 
以上 

アゴ下端には水切溝を設けます。 ● 

（ ） 

勾配は規定通りになっているか、水溜り部分がないか 

表面は平滑になっているか 

ジャンカ等の不良部分及び突起物がないか 

レイタンス等の脆弱部分がないか 

出入隅部分の形状は規定通りになっているか 

アスファルト防水…丸面または45°の面取とする 

ベストーチ・クリンアス・クールエコ…入隅部は直角、出隅部    

　　　　　　　　　　　　　　は小面取りとする 

ルーフドレインの種別は防水工法にあっているか 

ルーフドレインの取付け位置は適切か 

下地の乾燥は充分か 

1
2
3

4

5
6

7

11

■ 現場打コンクリートの場合のチェックポイント ■ 現場打コンクリートの場合のチェックポイント 

勾配は規定通りになっているか、水溜り部分がないか 

継ぎ手部分に段差が生じていないか 

継ぎ手目地部分の充てんモルタルが浮いていないか 

パネル類に欠損分がないか 

取付けボルト等が突出していないか 

パネル類は梁・母屋等に堅固に固定されているか 

パネル類の表面に離型材等の油脂類が付着していないか 

パネル類の表面に脆弱部分がないか 

出入隅部分の形状は規定通りになっているか 

アスファルト防水…丸面または45°の面取とする 

ベストーチ・クリンアス・クールエコ…入隅部は直角、出隅部は 

　　　　　　　　　　　　　       小面取りとする 

ルーフドレインの種別は防水工法にあっているか 

ルーフドレインの取付け位置は適切か 

下地の乾燥は充分か 

1
2
3
4

5
6
7
8

9

10

■ PCPC・ALCALC等のパネル類の場合の等のパネル類の場合のチェックポイントチェックポイント ■ PC・ALC等のパネル類の場合のチェックポイント 

■ チェックポイント 

防水下地のチェックポイント 

パラペット 
●スラブと同時打を原則とします。打継ぐ場合 
　は、防水保護仕上げ面より100mm以上 
  とし、打継面は外勾配とします。 
●立上り厚とアゴの見付厚は150mm以上 
   としダブル配筋とします。 
●パラペット天端は1／10以上の水勾配を 
   付けます。 
●アゴのある場合は、水上でもスラブ面からアゴ下までを400mm 
   以上とします。 

入　隅 
●ルーフィング類の貼り付けを正確に行なう 
   ため70mm前後の面取りを行ないます。 
      押え仕様…モルタル 
      露出仕様…キャント材 
●断熱仕様では面を取らず直角に仕上げ、 
　断熱材施工後、成形キャント材を入れます。 

勾　配 
●必ず躯体でとります。 
●勾配は1／100～1／20とし、工法により 
   異なります。 

平　場 
●表面にはレイタンス・ジャンカ等の 
  凹凸がないよう平滑な面とします。 
●コンクリート下地においては金ゴ 
  テ仕上げとします。 
●下地は十分に乾燥させます。 

立上り 
●立上り面は、コンクリート打放し 
   仕上げを原則とし平滑な面に 
  仕上げます。 
●アゴを設ける場合、アゴは躯体と 
   一体打ちとしアゴ上面と躯体が 
   剥離しないようにします。 

排　水 ルーフドレイン 

●ルーフドレインの排水分担面積は 
　十分に余裕をもたせます。 
●本体受皿はスラブより15～50mm 
　程度下げます。 
●設置位置はパラペットより300mm 
　程度離して取付けます。 

●防水層施工貼り代　100mm

縦型 横型 
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施工のポイント 
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プライマー・接着剤等は十分に撹拌して使用してい

るか 

プライマーは規定量を全面にムラなく塗布しているか 

塗布したプライマーは十分に乾燥させているか 

断熱材を施工する場合、接着剤はムラなく塗布して

いるか 

シートを貼り付ける時の乾燥程度は適切か 

出入隅角・ドレイン及びパイプ廻り等に増張りをして

いるか 

貼り付けたシートに「しわ・ふくれ」等が生じていな

いか 

シートの下に小石などの異物がないか 

シートの重ね部は逆張りになっていないか 

シート接合部の重ね幅は規定通りになっているか 

出入隅部のシートに浮きが生じていないか 

立上りは規定の高さまで施工されているか 

張り仕舞処理は規定通りになっているか 

防水層の張り仕舞処理は、規定通りになっているか 

7

8
9

11
10

12
13
14

1

2
3
4

5
6

■ 現場打コンクリートの場合のチェックポイント ■ PC・ALC等のパネル類の場合のチェックポイント 

■ チェックポイントチェックポイント 

露出工法 施工管理のチェックポイント 

■ チェックポイント 

立上り 
●立上りはの高さは水上でも仕上 
   げ面から200mm以上とします。 
●防水層の端末は、シール処理を 
  行います。 

入　隅 
●断熱仕様の場合には直角とし断 
  熱材を施工したのち成形キャント 
  材を用いて面取りを行ないます。 

平　場 設備等基礎類の設置 

●絶縁工法の場合は膨れ発生防止のため、下地は十分に乾燥させ、さらに 
  脱気筒（ニューステンレスベント）を50～100m2に1個設置します。 
●勾配は必ず躯体自身でとり、1／50～1／20とします。 
  （1／100勾配は、水はけが困難のためできるだけ避ける） 

●露出防水の上に直接基礎類を設置すると防水層を損傷します 
  ので躯体から立上げるようにします。 
●防水層の上にやむを得ず設置する際には集中荷重にならない 
  よう基礎の設置面積を大きくし、保護材を設けて設置します。 

保護材 
（トップタイト）等 
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立上り高さ 

プライマーは規定量を全面にムラなく塗布しているか 

塗布したプライマーは十分に乾燥しているか。 

アスファルトの溶融温度は規定の範囲内に管理されて

いるか。 

アスファルトは規定量を使用しているか。 

出入隅及び出入隅角部に、規定の増張りをしているか。 

ドレイン・パイプ廻りに規定の増張りをしているか。 

ルーフィング類の接合部の重ねを、逆張りにしてい

ないか。 

接合部の重ね幅は100mm以上になっているか。 

入隅部のルーフィング類（防水層）に、浮きが発生して

いないか。 

立上り面は各層とも規定の位置まで張り上げているか。 

防水層の張り仕舞処理は、規定通りになっているか。 

2～
3m

300～600

幅25以上 

●防水層の立上りは仕上げ面から200mm 
  以上（水上）とします。 

立上り保護 （乾式工法） 

入　隅 

●立上りに保護パネルを使用 
　する乾式工法の主流です。 
●コンクリートの場合は、躯体に 
　仕込んだ鉄筋と保護コンクリ 
　ートの鉄筋を筋結します。 
●防水層の端末は、シール処理 
　を行います。 

●立上り際には必ず成形緩衝材を設けます。 
●既製のキャント材は押え層によりつぶれる危険性があるため、 
   使用しないでください。 

伸縮目地 

●立上り押えの仕上面から300～ 
   600mmの位置に幅25mm以上の 
   ボーダー目地をとり、屋根全面に幅 
   25mm以上の目地を2～3m間隔 
   で設けます。 
   また、各目地は立ち上がり面まで 
   きちんと通します。 
●防水層の表面まで達するように施工 
   します。 

伸縮目地 

●普通コンクリートとしコンクリートの 
   厚みは一般的に80mm以上です。 
●ひび割れ防止のため、溶接金網 
  （φ3.2～5.5mm、100×100mm 
   程度）をコンクリート厚の中央となる 
   よう設置します。 
●防水層・断熱材施工後、すみやかに 
   打設します。 
 

押え層と防水層の絶縁 

●押え層の動きによる防水層や断熱材の損傷を軽減するため、 
　PTクロスを施工します。 

1
2
3

4
5
6

7

8
9

10
11

保護工法 施工管理のチェックポイント 

■ チェックポイントチェックポイント ■ チェックポイント ■ チェックポイント 
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施工のポイント 
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勾配は規定通りになっているか、水溜り部分がないか。 

表面に突起物はないか。 

出入隅部分の形状は、規定通りになっているか。 

ルーフドレインの取り付け位置は適切か。 

下地の乾燥は充分か。 

Sデッキ工法  

排　水 

ルーフドレイン 

●ルーフドレインの排水分担面積は、十分に余裕を持たせます。 
●本体受皿は、デッキ面より10mm以上下げます。 
●縦型ドレイン設置位置は、立上りより300mm程度離して取り付けます。 

勾　配 

●必ずデッキでとります。 
●勾配は、1／50程度とします。 

平　場 

●表面に突起物がないよう断熱の施 
  工面は、平滑な面とします。 
●側溝を設置します。 
●下地は、十分に乾燥させます。 

入　隅 

●断熱材施工後、成形キャント材 
   を入れます。 

立上り 

●立上り面は、平滑な面とします。 
●パラペット天端に捨て笠木を 
   設置します。 

1
2
3
4
5

下地のチェックポイント 

■ チェックポイント ■ チェックポイントチェックポイント ■ チェックポイント 
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自主点検時の注意 自主点検時の注意 

防水層が長期間にわたって安定した防水性能（機能）や美しい外観を保つために、日頃から下記の点にご注意いただき、定期的な自主点

検とメンテナンスを実施されることをお奨めします。 

使用上の注意 使用上の注意 

自主点検時の注意 

2.保護防水の場合 

■ 防水層上の注意点 

1.露出防水の場合 

歩行する際にハイヒール、スパイク等底の尖った

履物は防水層を傷つけるため使用しないでくだ

さい。 

● 
保護層上に溶剤・油・不凍液・薬品類をこぼさな

いよう注意してください。 

● 

屋上設備類の定期清掃時に、中性洗剤以外を

使用する場合には溢さないでください。保護層

の目地部等より浸透して、防水層に不具合を生

じる恐れがあります。 

● 

火気の使用や直接客土しての草木の植栽は行

わないでください。植栽をご希望の際は、専門

工事店にご相談ください。 

● 

タバコの火の投げ捨てや火気の使用は、防水層

の機能を損なうため、行わないでください。 

● 

雨や雪などで濡れていたり、落葉・苔・砂埃等が

堆積していると滑りやすくなりますので、歩行の

際には注意してください。 

● 

溶剤・油・不凍液・薬品類をこぼさないでください。 ● 

ペットの飼育は、爪や歯で防水層を傷つけたり、

排泄物より防水層が劣化する恐れがあります。 

● 

防水層を傷つけたり、物を落としたり、物を引きずっ

たりすることは避けてください。 

● 

屋上設備類の定期清掃時に中性洗剤以外を使用

する場合は、こぼさないように注意してください。

また、清掃後は必ず周囲の防水層を水洗いしてく

ださい。 

● 

重量物や振動物は載せないでください。やむを

得ず載せる場合には、ゴムマット等を敷き、防水

層を保護してください。 

● 

雪下ろしには、金属製のスコップ等の防水層を損

傷させやすい道具を使用しないでください。 

● 

ゴムホースやビニールサンダルを長期にわたり

置いておくと、接触している部分が変色すること

があります。 

● 

直接客土して草木の植栽は行わないでください。

ご希望の際は、専門工事店にご相談ください。 

● 

● 後から設備基礎等の施設を設置する場合には、設置方法によって

は保護層を貫通して防水層を損傷する恐れがありますので、保護

層の構造・厚み・積載荷重を考慮して設置してください。 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

天候が降雨・強風の場合は、滑落等の危険がありますので、行わな

いでください。 

原則として二人一組以上で行い、一人では行わないでください。 

階段や梯子の昇降には十分注意してください。 

後ろ向きの移動は危険ですので、絶対行わないでください。 

屋上設備類には、むやみに触れないでください。 

降雨後に点検する場合は、床が滑りやすくなっていますので、十分

注意してください。 

危険と思われる場所（怖いと思う場所）には、無理に近づかず業者

に依頼してください。 

● 目地部やドレイン部に植物の繁茂が認められた場合には、防水層

を貫通・損傷の恐れがありますので、むやみに引き抜いたりせず専

門工事店にご相談ください。 

屋上・ルーフバルコニー・ベランダ等をご利用される方へ 屋上・ルーフバルコニー・ベランダ等をご利用される方へ 
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メンテナンスのお願い及び注意 メンテナンスのお願い及び注意 

1.露出防水の場合 （砂付きルーフィング仕上げ） 

防水層の表面状況の点検や漏水の有無の確認（1年に１回以上）をしてくだ

さい。 

防水層端末押え金物廻りの点検（1年に１回以上）をしてください。 

水切り金物、笠木の設置状況及び端末処理シール材の劣化状況 

定期的（3～6ケ月程度）に清掃を行ってください。 

飛来物や排水溝、ドレイン部分の泥、枯葉等はよく除去し、水溜りのないよう

にしてください。 

定期的（3～6ケ月程度）に次のように表面状態の点検を行ってください。 

保護塗料が薄くなっている、剥離を起こしている、ひび割れがある等の異常

や植物の繁茂が認められた場合には、施工業者に速やかに連絡して適切な

補修をしてください。特に植物の繁茂は繁茂箇所によっては防水層を貫通

していることもあり得ますので、むやみに引き抜いたりせず、業者にお任せ

ください。 

● 

 

● 

  

● 

 

   

● 

2.保護防水の場合 

● 

● 

防水層の表面状況の点検や漏水の有無の確認（1年に１回以上）をしてください。 

植物の生育発生状況の点検・ドレイン清掃（3～6ケ月程度）をしてください。 

伸縮目地部、ドレイン廻りに砂埃等が堆積していると植物の生育しやすい環境になります。飛来物や排水溝、ドレイン部分の泥、枯葉等はよく除去し、水溜

りのないようにしてください。植物の繁茂が認められた場合には、施工業者に速やかに連絡してください。繁茂箇所によっては防水層を貫通していること

もありえますので、むやみに引き抜いたりせずに業者にお任せください。 
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■ ひび割れについて 
※表面の塗料や砂の少ないアスファルトのみの部分のひび割 
れは、防水上の問題はありません。防水層接合部のアスファルト 
部分は下図のに示すように防水層の表面にあり、ひび割れは防 
水層に及んでいません。 
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クレミス工業株式会社 

株式会社ソロ防水北海道 

日新建工（株）札幌営業所

日本防水総業株式会社 

株式会社防水センター 

大和防水工業株式会社 

株 式 会 社 東 都 工 業  

 

株 式 会 社 寒 地 防 水  

日本防水総業（株）旭川 

株式会社互建防水工業 

日本防水総業（株）釧路 

株 式 会 社 昌 興 建 設  

荻 野 防 水 株 式 会 社  

有限会社栄防水工業社 

日新建工（株）青森出張所 

北原建材工業（株）仙台営業所 

日 興 産 業 株 式 会 社  

日新建工（株）東北支店 

開 發 株 式 会 社  

大 栄 建 工 株 式 会 社  

株 式 会 社 建 工  

日新建工（株）郡山出張所 

新 防 水 株 式 会 社  

日 新 建 工 株 式 会 社  

株 式 会 社 中 西 商 会  

グロリー防水工業株式会社 

チ カダ工業株式会社  

富 士 工 材 株 式 会 社  

株 式 会 社 マ サ ル  

日本綜合防水株式会社 

株式会社マツダパラウォータ 

東洋シーラント株式会社 

 

瀝 青 建 材 株 式 会 社  

藤 瀝青興業株式会社  

北原建材工業株式会社 

興 和 建 業 株 式 会 社  

株 式 会 社 奈 良 屋  

株 式 会 社 飯 田 産 業  

株 式 会 社 ヨ シ ダ  

瀝青建材（株）宇都宮営業所 

石田建材工業株式会社 

株 式 会 社 埼 玉 石 田  

京 葉 工 業 株 式 会 社  

太 陽 産 業 有 限 会 社  

赤 堀 工 業 株 式 会 社  

有 限 会 社 鹿 島 建 工  

糠 信 瀝 青 株 式 会 社  

金 港 瀝 青 株 式 会 社  

有限会社児島防水工業 

有 限会社神守建材社  

株 式 会 社 仙 嶺  

鍋 林 建 工 株 式 会 社  

茂 興 業 株 式 会 社  

新 建 工 株 式 会 社  

株式会社折橋政次郎商店 

松 村 建 工 株 式 会 社  

北陸瀝青工業株式会社 

一 公 工 業 株 式 会 社  

（株）折橋政次郎商店金沢営業所 

日 精 工 業 株 式 会 社  

石 橋 建 材 株 式 会 社  

松村建工（株）福井支店 

吉 田 防 水 店  

鐘 建 工 業 株 式 会 社  

セイケン工業株式会社 

株 式 会 社 協 和  中央建材工業株式会社東京支店 

（有） 松 井 工 業  

札幌市 

札幌市 

札幌市 

札幌市 

札幌市 

札幌市 

札幌市 

札幌市 

旭川市 

旭川市 

帯広市 

釧路市 

砂川市 

八戸市 

八戸市 

青森市 

仙台市 

仙台市 

仙台市 

秋田市 

秋田県大仙市 

天童市 

郡山市 

足立区 

足立区 

板橋区 

江戸川区 

江戸川区 

江東区 

江東区 

豊島区 

杉並区 

台東区 

大田区 

千代田区 

中野区 

八王子市 

水戸市 

水戸市 

茨城県古河市 

茨城県古河市 

宇都宮市 

高崎市 

さいたま市 

千葉市 

千葉市 

市川市 

富津市 

船橋市 

横浜市 

川崎市 

横須賀市 

松本市 

松本市 

新潟市 

長岡市 

富山市 

富山市 

魚津市 

高岡市 

金沢市 

金沢市 

福井市 

鯖江市 

恵那市 

各務原市 

静岡市 

静岡市 

011（882）1232

011（751）1736

011（871）6380

011（231）7511

011（683）5616

011（641）1717

011（863）1647

011（642）5428

0166（36）5166

0166（47）1050

0155（25）5776

0154（23）2056

0125（54）1166

0178（22）8386

0178（47）0502

017（762）7495

022（236）6768

022（278）2110

022（273）1921

018（824）2233

0187（56）2321

023（655）4400

024（923）1677

03（3605）1855

03（5284）1371

03（3961）1924

03（3678）4512

03（5626）0155

03（3634）0161

03（3643）5913

03（5950）8211

03（3330）9312

03（5687）2401

03（3730）1281

03（3861）2706

03（3367）1611

0426（75）2911

029（243）3621

029（241）5141

0280（98）1274

0280（48）6419

028（622）9737

027（327）3302

048（651）5819

043（232）2665

03（3673）5019

047（376）1185

0439（87）0272

047（438）4511

045（421）6521

044（244）8271

046（822）4288

0263（58）3188

0263（48）3501

025（228）0351

0258（36）1248

076（420）5344

076（421）1224

0765（22）4523

0766（23）0391

076（240）6774

076（240）1101

0776（23）0775

0778（54）0981

0573（25）3297

058（389）3412

054（247）5270

054（345）2221

北

海

道

支

部

 

北

海

道

地

区

 
関

東

支

部

 

東

北

地

区

 

関

東

地

区

 

地区別 会　社　名 住　所 電　話 

関

東

支

部

 

中

部

支

部

 
関

東

地

区

 

甲
信
越
地
区 

北

陸

地

区

 

東

海

地

区

 

地区別 会　社　名 住　所 電　話 

日本アスファルト防水工業協同組合組合員 



77

大 鈴 工 業 有 限 会 社  

大 池 建 工 株 式 会 社  

重喜防水工業株式会社 

株 式 会 社 タ ツ ミ  

中央建材工業株式会社 

東 海 物 産 株 式 会 社  

東京建材工業株式会社 

株 式 会 社 明 光  

三信建材工業株式会社 

株 式 会 社 岩 昇  

ア イギ防水株式会社  

有 限 会 社 小 城 商 会  

長 登 工 業 株 式 会 社  

松村建工（株）滋賀支店 

東 洋 建 材 株 式 会 社  

セ トダ工業有限会社  

日新建工株式会社大阪 

株 式 会 社 丸 藤  

高 分 子 株 式 会 社  

 

フ タバ興業株式会社  

株式会社大一防水工業 

マルフジ工業株式会社 

棚 田 建 材 株 式 会 社  

中村瀝青工業株式会社 

有限会社和研防水工業 

和光工業（株）鳥取営業所

和 光 工 業 株 式 会 社  

株 式 会 社 岡 本 組  

株 式 会 社 森 建 工 事  

株式会社三洋技建広島支店 

株 式 会 社 一 彩  

丸福建材工業株式会社 

株 式 会 社 三 洋 技 建  

株 式 会 社 広 江  

株式会社ツキタニ工業 

株 式 会 社 巴 商 会  

株式会社三洋技建山口支店 

徳島大三工業株式会社 

大 三 工 業 株 式 会 社  

マルマストリグ（株）松山本社 

株 式 会 社 山 本 商 会  

マルマストリグ株式会社 

大三工業（株）高知支店 

安 藤 工 事 株 式 会 社  

日 建 工 材 株 式 会 社  

日新興業（株）福岡営業所 

船 田 工 業 株 式 会 社  

九 州 創 建 株 式 会 社  

イトケンテクノ株式会社 

草 野 工 業 株 式 会 社  

株 式 会 社 工 材 社  

小 峰 産 業 株 式 会 社  

安藤工事（株）佐賀支店 

安藤工事（株）熊本支店 

日新興業（株）熊本営業所 

株 式 会 社 三 宮 工 材  

日新興業（株）大分営業所 

 

株 式 会 社 ダ イ ニ  

日 新 興 業 株 式 会 社  

株式会社北原建材商会 

日新興業（株）鹿児島営業所 

株式会社沖縄装美工業 

（株）渡辺アスファルト商店 

（株） シ ン エ イ  

富士市 

名古屋市 

名古屋市 

名古屋市 

名古屋市 

名古屋市 

名古屋市 

名古屋市 

豊橋市 

一宮市 

一宮市 

瀬戸市 

愛知郡長久手町 

滋賀県東近江市 

京都市 

大阪市 

大阪市 

大阪市 

堺市 

堺市 

吹田市 

大東市 

枚方市 

神戸市 

神戸市 

和歌山県西牟婁郡 

鳥取市 

松江市 

岡山市 

岡山市 

広島市 

広島市 

広島市 

大竹市 

福山市 

広島県安芸郡 

宇部市 

周南市 

徳島市 

高松市 

松山市 

松山市 

今治市 

高知市 

福岡市 

福岡市 

福岡市 

福岡市 

福岡市 

福岡市 

北九州市 

北九州市 

唐津市 

佐賀市 

熊本市 

熊本市 

大分市 

大分市 

長崎市 

宮崎市 

延岡市 

鹿児島市 

鹿児島市 

那覇市 

0545（23）0113

052（912）6181

052（991）0111

052（501）1401

052（761）6181

052（779）2270

052（431）0005

052（524）1411

0532（34）6066

0586（24）0505

0586（51）5125

0561（84）5531

0561（64）1020

0749（46）1277

075（672）5351

06（6790）6273

06（6541）3785

06（6965）6171

072（278）4157

072（278）0206

06（6385）2781

072（871）8951

072（857）3293

078（841）3551

078（577）8010

0739（43）1116

0857（27）6507

0852（60）2132

086（252）6006

086（263）5427

082（271）9317

082（235）0131

082（241）6666

0827（52）5155

084（956）3886

082（282）7019

0836（21）0760

0834（63）0386

088（631）4161

087（851）6811

089（922）2121

089（931）6261

0898（32）5001

088（845）4800

092（561）7012

092（801）7822

092（441）6241

092（566）0065

092（589）0039

092（915）4150

093（922）7631

093（371）1468

095（574）3394

0952（24）7261

096（370）6880

096（369）4788

097（536）2326

097（569）2515

095（846）0775

0985（47）6155

0982（33）2455

099（229）5155

099（228）5998

098（887）3847

中

部

支

部

 

東

海

地

区

 
関

西

支

部

 

近
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